
会議等名 平成 19 年度第 2 回海老名市総合計画審議会 
日    時 平成 19 年 5 月 29 日(火) 10：00～11：45 
場    所 政策審議室 
出 席 者 委 員：鈴木(守)会長、矢野委員、橘川委員、三宅委員 

石井（正）委員、赤井委員、井上委員、石井(伸)委員、高林委員、

岡本委員、菅谷委員 

（欠席 鈴木（輝）委員、森川委員、間宮委員、西井委員）

事務局：山本企画部長、高橋企画部次長、村井保健福祉部次長 
瀬戸企画政策課長、秦企画政策課主幹、内田 

(傍聴者 0) 
概 要： 

１ 開 会（事務局） 

 

２ 会長あいさつ 
○ 白紙段階からの市民参加の実践してきた地域部会も、とりまとめの提言書が提出さ

れ、第四次総合計画策定も取りまとめの時期に入っている。 
○ 提言を受けた市は、地域部会へ参加いただいた方々の意を汲み、意見・提案について

真摯に受け止め、計画策定を進めていただきたい。 
○ 総合計画審議会も、地域の方々の計画策定に対する想い・熱意を真摯に受け止め、第

四次総合計画の策定の議論をしていかなければならない。 
○ 将来を見据えた、新しい総合計画をつくりあげていくに当たり、さまざまな角度から

の審議をいただきたい。 
 

３ 議題 (進行 鈴木会長) 

（１） 地域部会提言書について 

◎提出式の概要報告 5/25 自治連総会時 
◎提言書構成  
・目次、目的、検討の経緯、開催状況 
・良いところ良くないところ → 意見一覧 
・地域まちづくりの将来像 → 地域資源の活用 

 ・地域まちづくりの取り組み → 意見一覧 
◎総合計画への提言書の取り込み作業を図る。 

 → 次回、審議会において、文言・構成等について意見をうかがいたい。 

 

≪意見・質疑等≫ 

○数値を示した財政推計とするのか ? 

⇒ 財政課にて推計作業中。数値は示していきたい。 

 

○総合計画の部門ごとに予算枠があり、予算配分はなされるのか ? 

⇒ 実施計画事業からの積み上げにより、部門別計画を策定していくことから、部門ごと

の「枠」や「配分」はない。 

○多大な金額を要することをどのように表現するのか ? 

⇒ 実施計画調書には 10 年間の事業計画を記載してある。これらを整理・とりまとめた

実施計画において事業費の表現を考えて行きたい。 

○事業の実施にあたっての事業費について、実施計画などにおいて、記載されたい。 



 

○基本目標・政策で個々に「～のフィールドづくり」・「～の魅力づくり」と標記せず、一

つにくくり、シンプルなまとめ方にできないか ? この方がわかりやすい。 

⇒ 都市ブランド戦略との融合による総合計画の推進を強く露出させて表現したもの。 

  表記については検討するが、反復させることによる効果を期待している。 

 

（２）「未来のえびな」絵画作品審査結果について 

◎区分ごとに、入選作品を審査 

・小学生低学年の部(179 作品) → 金賞 1 銀賞 3 銅賞 4 

・小学生高学年の部(263 作品) → 金賞 1 銀賞 3 銅賞 5 

・中学生の部(4作品) → 金賞 1  

◎表彰式日程は調整中 

◎意見、質疑等なし 

 

(３)「福祉」について  

◎・業務・予算・課題等について、説明 

 

≪意見・質疑等≫ 

○市独自の施策はないのか? あるのならば PR すべき 国の締め付けにより独自施策の展

開が困難なのか ?  

⇒ 資料未記載であるが、各種、市独自の施策はある。PRには努める。 

    市の財政力・意向に応じた独自施策への国の関与、締め付けはない。 

○ケアをする人の賃金が低く、離職者が多いために、良質なケアがなされていないことに

対する対応は ? 

⇒ 報酬単価の引き下げにより、保険医療費の低減を図っているものであるが、このこ

とがワーキングプアを生み出していることは危惧しているところ。 

 全国一律の報酬単価・制度であり、付加部分にかかる市負担を除き、市補助は考えて

いない。 

○市施策の充実をお願いしたい。 

 

○市の財政状況、考え方により市間の格差はあってしかるべき。国保収納率、資格証明の

状況は ? 

 ⇒ H17 国保収納率 89.9％ 

 

○保険年金課の「年金」とはどういう意味か ? 

⇒ 国民年金の窓口事務との意。 

 

○行政が縦割りであることが大問題。人の生涯を一括して所管する部署が必要。 

 

○資料中の「課題」・「対応方策」が実施計画に位置付けられるのか ? 

この「課題」に対応したらどうなるかといった成果目標は設定するのか ? 

⇒ 個別事務事業について、指標を設定し、内部・外部での評価を行う。 

 

○保健福祉部の戦略所管は ? 

⇒ 福祉総務課所管 



４ その他 

◎「将来都市像」についての意見 

≪意 見≫ 
○さがみ縦貫道開業、海老名駅自由通路整備等の基盤整備が図られている。 
市民がやる気になるフレーズ、他市の人を呼び込むフレーズとして、「5」＋「6」 

○広義の教育、財政、産業、行財政からの切り口はいかが。 
○「1」は行政的な発想。市民の発想や柔らかさ、市の PR を考慮すれば、「6」 
○海老名の持つ自然・文化を表す「5」＋「6」 
○インパクトがあり、海老名に住みたい・住み続けたい・一回行ってみようかと思わせる

フレーズとして、「1」 
○どの将来都市像であっても不思議ではない。「1」＋「5」及び国分寺をイメージした「5」
＋「6」 

○「1」は過大評価でないか ? ごく当然のことが良く「5」 
○意見をうかがい「5」＋「6」とも思ったが、第一印象から、「1」(サブタイトルなし。)
○将来都市像は誇大であっていいと思う。 人、歴史、安全の観点から「5」 
○「1」自立・共生都市は堅い。 
今後、市が目指していくものは何か ? 「5」説明中の「次世代を担う子供から高齢者

まで～持続し、心豊かに」を目指すべき 「5」＋「6」 
○「1」＋「5」(サブタイトルなし) 
○審議会での意見を汲んで、将来都市像を定めていただきたい。 
 
 
◎スケジュール変更 
・市長タウンミーティング 9/1～30 ⇒ 8/18～9/2 の間で調整中  
・フォーラム       8/26   ⇒ 変更 
・絵画作品展表彰     8/26   ⇒ 調整中 
 
５．閉 会 (鈴木会長) 
 
 
 
 

以  上 
     

 


